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執
筆
者
紹
介

麻 

国
慶 

M
a G

uoqing

一
九
六
三
年
生
ま
れ
。
中
央
民
族
大
学
民
族
学
与
社

会
学
学
院
院
長
・
教
授
。
社
会
人
類
学
、
中
国
地
域

研
究
。『
家
与
中
国
社
会
構
造
』『
永
遠
的
家
│
文
化

慣
性
与
社
会
結
合
』『
人
類
学
的
全
球
意
識
与
学
術

自
覚
』『
文
化
人
類
学
与
非
物
質
文
化
遺
産
』

首
藤
明
和 

Shuto Toshikazu

一
九
七
〇
年
生
ま
れ
。
中
央
大
学
文
学
部
教
授
。
社

会
シ
ス
テ
ム
理
論
。『
中
国
の
人
治
社
会
│
も
う
ひ

と
つ
の
文
明
と
し
て
』『
分
岐
す
る
現
代
中
国
家
族

│
個
人
と
家
族
の
再
編
成
』（
共
編
著
）『
日
本
と
中

国
の
家
族
制
度
研
究
』（
共
編
著
）『
中
国
の
ム
ス
リ

ム
か
ら
み
る
中
国
│
Ｎ
・
ル
ー
マ
ン
の
社
会
シ
ス
テ

ム
理
論
か
ら
』

周 

星 
Z

hou X
ing

一
九
五
七
年
生
ま
れ
。
神
奈
川
大
学
国
際
日
本
学
部

教
授
。
中
国
文
化
人
類
学
、
民
俗
学
。『
道
有
屎
溺

│
当
代
中
国
的
厠
所
革
命
』『
郷
土
生
活
的
邏
輯
│

人
類
学
視
野
中
的
民
俗
研
究
』『
本
土
常
識
的
意
味

│
人
類
学
視
野
中
的
民
俗
研
究
』

稲
澤 

努 
Inazawa Tsutom

u

一
九
七
七
年
生
ま
れ
。
尚
絅
学
院
大
学
人
文
部
門
准

教
授
。
文
化
人
類
学
。『
消
え
去
る
差
異
、
生
み
出

さ
れ
る
差
異
│
中
国
水
上
居
民
の
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
』

「
現
代
中
国
の
「
漁
民
」
と
宗
族
│
広
東
省
東
部
汕

尾
の
事
例
か
ら
」「「
食
べ
る
」
茶
の
生
む
つ
な
が
り

と
へ
だ
た
り
│
広
東
省
汕
尾
の
鹹
茶
の
事
例
か
ら
」

賈 

玉
龍 

Jia Yulong

一
九
八
八
年
生
ま
れ
。
国
立
民
族
学
博
物
館
外
来
研

究
員
。
社
会
人
類
学
。「
人
類
学
の
親
族
論
に
お
け

る
宗
族
研
究
の
再
考
」「
書
評
：
『〈
宗
族
〉
と
中
国

社
会
』
瀬
川
昌
久
・
川
口
幸
大
編
、
風
響
社
」“‘ A

u-
then ticity’  and ‘ Inauthenticity’  in Sneak er 
C

ulture: A
 C

ase Study of C
hanghuo Sneaker in 

C
hina”

夏 

遠
鳴 

X
ia Yuanm

ing
一
九
七
七
年
生
ま
れ
。
嘉
応
大
学
客
家
研
究
院
助
理

研
究
員
。
客
家
の
歴
史
と
文
化
。「
客
都
的
変
遷
│

清
末
以
降
梅
州
地
区
客
家
意
識
的
形
成
及
客
家
文
化

的
建
構
与
利
用
」「
明
清
広
東
方
志
中
有
関
客
家
方

言
的
記
載
」『
全
球
化
背
景
下
客
家
文
化
景
観
的
創

造
│
環
南
中
国
海
的
箇
案
』（
共
編
著
）

河
合
洋
尚 

K
awai H

ironao

一
九
七
七
年
生
ま
れ
。
国
立
民
族
学
博
物
館
グ
ロ
ー

バ
ル
現
象
研
究
部
准
教
授
。
社
会
人
類
学
。『
景
観

人
類
学
の
課
題
│
中
国
広
州
に
お
け
る
都
市
環
境
の

表
象
と
再
生
』『
日
本
客
家
研
究
的
視
角
与
方
法
│

百
年
的
軌
跡
』『〈
客
家
空
間
〉
の
生
産
│
梅
県
に
お

け
る
「
原
郷
」
創
出
の
民
族
誌
』

周 

群
英 

Z
hou Q

unying

一
九
七
七
年
生
ま
れ
。
中
国
北
京
師
範
大
学
社
会
学

院
副
教
授
。
性
別
と
家
庭
、
社
会
変
遷
研
究
。「“
家

里
外
人
”│
家
政
工
身
份
転
換
的
人
類
学
研
究
」「
代

際
関
係
視
角
下
的
儀
式
変
遷
│
以
川
村
“
坐
月
子
”

為
例
」「
技
術
与
性
別
│
穏
婆
辺
縁
地
位
的
建
構
」

坂
部
晶
子 

Sakabe Shoko

一
九
七
〇
年
生
ま
れ
。
名
古
屋
大
学
人
文
学
研
究
科

准
教
授
。
社
会
学
、
中
国
地
域
研
究
。『「
満
洲
」
経

験
の
社
会
学
│
植
民
地
の
記
憶
の
か
た
ち
』「
中
国

北
方
民
族
オ
ロ
チ
ョ
ン
の
民
族
イ
ベ
ン
ト
に
お
け
る

「
伝
統
」意
識
│
建
旗
60
周
年
記
念
大
会
を
事
例
に
」

「
交
錯
す
る
農
村
の
近
代
│
岩
手
県
沢
内
村
と
黒
龍

江
省
方
正
県
」

丁 

紅
衛 

D
ing H

ongwei

一
九
六
七
年
生
ま
れ
。
北
京
外
国
語
大
学
北
京
日
本

学
研
究
セ
ン
タ
ー
副
教
授
。
日
本
経
済
。『
経
済
発

展
与
女
性
就
業
』「
中
国
に
お
け
る
家
計
生
産
関
数

に
関
す
る
研
究
」「
日
本
大
気
汚
染
治
理
経
験
対
我

国
的
借
鑑
」

王 

麗 
W

ang Li

一
九
八
八
年
生
ま
れ
。
安
陽
工
学
院
経
済
管
理
学
部

講
師
。
地
域
経
済
学
、
日
本
経
済
。「
産
業
構
造
と

都
市
空
間
の
変
化
」
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賽
漢
卓
娜 

Saihanjuna
長
崎
大
学
多
文
化
社
会
学
研
究
科
・
多
文
化
社
会
学

部
准
教
授
。
家
族
社
会
学
、
移
民
研
究
。「「
ナ
シ
ョ

ナ
ル
な
標
準
家
族
」
と
し
て
の
日
本
の
国
際
結
婚
」

「
另
一
種
移
動
│
朝
鮮
族
女
性
婚
姻
移
民
及
其
娘
家

的
家
庭
策
略
」『
国
際
移
動
時
代
の
国
際
結
婚
│
日

本
の
農
村
に
嫁
い
だ
中
国
人
女
性
』

横
田
祥
子 

Yokota Sachiko

一
九
七
六
年
生
ま
れ
。
滋
賀
県
立
大
学
人
間
文
化
学

部
准
教
授
。
社
会
人
類
学
、
地
域
研
究
。「
政
治
的

な
正
し
さ
の
背
後
に
か
く
れ
た
ロ
ー
カ
ル
な
論
理
に

よ
り
そ
う
│
商
業
的
国
際
結
婚
と
家
族
」「
負
債
関

係
に
働
く
力
学
│
台
湾
中
部
の
地
方
都
市
に
お
け
る

国
際
ブ
ロ
ー
カ
ー
婚
の
互
酬
性
」「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

華
人
女
性
の
国
際
結
婚
を
通
じ
た
世
帯
保
持
│
西
カ

リ
マ
ン
タ
ン
州
シ
ン
カ
ワ
ン
市
の
事
例
か
ら
」

臧 

政 
Z

ang Z
heng

一
九
八
五
年
生
ま
れ
。
中
南
財
経
政
法
大
学
哲
学
院

講
師
。
倫
理
学
、
社
会
学
。『
基
督
教
与
伊
斯
蘭
教

的
儒
家
倫
理
共
識
│
明
末
清
初
“
耶
儒
”与
“
回
儒
”

之
比
較
』『
福
利
与
倫
理
│
基
本
理
論
与
実
証
研
究
』

（
共
着
）「
論
儒
家
倫
理
的
差
等
与
平
等
之
統
一
」

施 

利
平 

Shi Liping

一
九
七
〇
年
生
ま
れ
。
明
治
大
学
教
授
。
家
族
社
会

学
。『
戦
後
日
本
の
親
族
関
係
│
核
家
族
化
と
双
系

化
の
検
証
』「
中
国
に
お
け
る
都
市
化
と
世
代
間
関

係
の
変
容
」「
世
代
間
関
係
」

磯
部
美
里 

Isobe M
isato

一
九
七
四
年
生
ま
れ
。
国
際
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
専
門
職

大
学
国
際
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
学
部
准
教
授
。
地
域
研
究

（
中
国
）、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
研
究
。「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
か
ら

み
る「
伝
統
医
」の
継
承
と
創
出
│
中
国
・
西
双
版
納

タ
イ
族
を
事
例
と
し
て
」「
中
国
・
タ
イ
族
の
「
貰

い
子
」慣
行
」「
仏
教
儀
礼
を
支
え
る
、
変
え
る
│
中

国
シ
ー
サ
ン
パ
ン
ナ
の
タ
イ
族
女
性
と
上
座
仏
教
」

田
村
和
彦 

Tam
ura K

azuhiko

一
九
七
四
年
生
ま
れ
。
福
岡
大
学
人
文
学
部
教
授
。

文
化
人
類
学
、
民
俗
学
。「
文
化
人
類
学
與
民
俗
学

的
対
話
│
圍
繞
「
田
野
工
作
」
展
開
的
討
論
」「
現

代
中
国
に
お
け
る
墓
碑
の
普
及
と
「
孝
子
」
た
ち
│

陝
西
省
中
部
農
村
の
事
例
か
ら
」「
中
国
民
俗
学
の

現
在
│
現
地
調
査
と
民
俗
志
を
中
心
に
」

本
野
英
一 

M
otono E

iichi

一
九
五
五
年
。
早
稲
田
大
学
政
治
経
済
学
術
院
教

授
。
ア
ジ
ア
経
済
史
。Conflict and Cooperation in 

Sino-British Business, 1860-1911: The Im
pact of the 

Pro-British Com
m

ercial N
etw

ork in Shanghai 

『
伝

統
中
国
商
業
秩
序
の
崩
壊
│
不
平
等
条
約
体
制
と

「
英
語
を
話
す
中
国
人
」』
テ
ィ
モ
シ
ー
・ 
ブ
ル
ッ
ク

『
フ
ェ
ル
メ
ー
ル
の
帽
子
│
作
品
か
ら
読
み
解
く
グ

ロ
ー
バ
ル
化
の
夜
明
け
』（
翻
訳
） 

土
肥 

歩 
D

oi A
yum

u

一
九
八
三
年
生
ま
れ
。
同
志
社
大
学
文
学
部
文
化
史

学
科
助
教
。
中
国
近
現
代
史
。「
ミ
ッ
シ
ョ
ン
史
料

か
ら
み
る
珠
江
デ
ル
タ
支
流
域
の
地
域
社
会
」『
華

南
中
国
の
近
代
と
キ
リ
ス
ト
教
』「
広
西
省
に
お
け

る
壬
寅
奇
災
と
ア
メ
リ
カ
救
済
遠
征
隊
」

松
岡
正
子 

M
atsuoka M

asako

一
九
五
三
年
生
ま
れ
。
愛
知
大
学
現
代
中
国
学
部
教

授
。
中
国
文
化
人
類
学
。『
青
蔵
高
原
東
部
の
チ
ャ

ン
族
と
チ
ベ
ッ
ト
族
│2008

汶
川
地
震
後
の
再
建

と
開
発
』『
中
国
青
藏
高
原
東
部
の
少
数
民
族 

チ
ャ

ン
族
と
四
川
チ
ベ
ッ
ト
族
』『
四
川
の
チ
ャ
ン
族
│

汶
川
大
地
震
を
の
り
こ
え
て
〔1950- 2009

〕』（
共
著
）

唐 

燕
霞 

Tang Yanxia

一
九
六
八
年
生
ま
れ
。
愛
知
大
学
現
代
中
国
学
部
教

授
。
産
業
社
会
学
。『
中
国
の
企
業
統
治
シ
ス
テ

ム
』『
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
お
け
る
中
国
の
メ
デ
ィ
ア

と
産
業
』（
共
編
著
）「
蘇
南
新
型
都
市
化
モ
デ
ル
に

つ
い
て
の
考
察
│
常
州
市
の
事
例
を
中
心
に
」

翻
訳
者
紹
介

飯
田
直
美 Iida N

aom
i

愛
知
大
学
国
際
問
題
研
究
所
補
助
研
究
員
。
中
国
文



中
国
21 

Vol･

55 

予
告（
21
年
9
月
刊
行
予
定
）

特
集
◎ 

高
齢
化
と
中
国
経
済
（
仮
題
）

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が

続
く
二
〇
二
一
年
、
中
国
は
第
十
四
次
五
カ
年

計
画
（
二
〇
二
一
〜
二
〇
二
五
年
）
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
る
。
同
計
画
で
は
「
質
と
効
率
を
著
し

く
高
め
た
う
え
で
、
経
済
の
持
続
的
で
健
全
な

発
展
」
を
目
指
し
、
二
〇
二
五
年
ま
で
に
高
所

得
国
入
り
を
果
た
す
と
し
て
い
る
。

　
し
か
し
、
そ
の
実
現
は
容
易
で
は
な
い
。
解

決
す
べ
き
難
題
が
山
積
し
て
い
る
。
そ
の
ひ
と

つ
が
人
口
問
題
だ
。
中
国
の
人
口
は
二
〇
一
九

年
に
一
四
億
人
に
達
し
た
が
、
日
本
同
様
に
少

子
高
齢
化（
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
）と
い
う
構

成
変
化
が
顕
著
に
進
行
し
て
い
る
。
二
〇
一
六

年
に
は
「
一
人
っ
子
政
策
」
を
廃
止
し
、
出
産

抑
制
を
緩
和
し
た
も
の
の
、
出
生
率
の
減
少
が

続
い
て
い
る
。
高
齢
化
は
さ
ら
に
深
刻
だ
。
六

〇
年
代
の
人
口
爆
発
期
に
生
ま
れ
た
世
代
が
大

挙
し
て
還
暦
を
迎
え
、
五
年
以
内
に
六
〇
歳
以

上
の
高
齢
者
が
三
億
人
に
達
す
る
見
通
し
だ
。

　「
未
富
先
老
」と
い
う
前
例
の
な
い
状
況
に

対
し
、
中
国
は
ど
の
よ
う
な
処
方
箋
に
よ
っ

て
、
高
齢
社
会
下
で
の
高
所
得
国
入
り
を
成
し

遂
げ
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。
日
中
の
研
究

者
・
専
門
家
が
そ
の
現
状
と
展
望
を
論
じ
る
。
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学
。「
中
国
人
の
人
情
と
面
子
」（
共
訳
）

金 
鑫 Jin X

in

早
稲
田
大
学
商
学
学
術
院
産
業
経
営
研
究
所
助
手
。

公
共
政
策
学
、
労
働
経
済
学
。

学
会
通
信

◎
学
会
員
活
動
（
二
〇
二
〇
年
十
月
〜
二
〇
二
一
年
三
月
）

加
治
宏
基

　「
東
ア
ジ
ア
の
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
う
ご
か
す
中
国
の

政
治
力
学
」（『
愛
知
大
学
国
際
問
題
研
究
所
紀

要
』
第
一
五
七
号
、
二
〇
二
一
年
三
月
）、
研
究

会
主
催 

日
中
平
和
学
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
会
「
ポ

ス
ト
・
コ
ロ
ナ
時
代
に
お
け
る
東
ア
ジ
ア
平
和
学

の
展
望
」（
日
本
平
和
学
会
国
際
交
流
委
員
会
、

二
〇
二
〇
年
一
二
月
五
日
）

金 

湛
　
学
会
報
告
「
生
産
関
係
の
角
度
か
ら
み
た
中
国
の

土
地
政
策
│
「
三
権
分
置
」
政
策
に
対
す
る
考

察
」（
日
本
現
代
中
国
学
会
第
七
〇
回
全
国
学
術

大
会
、
二
〇
二
〇
年
一
一
月
一
日
）、「
所
有
、
組

織
、規
模
│“
三
権
分
置
”政
策
に
対
す
る
考
察
」

（『
Ｉ
Ｃ
Ｃ
Ｓ
現
代
中
国
学
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
第
一
三

巻
第
二
号
、
二
〇
二
一
年
一
月
）

砂
山
幸
雄

　
書
評
「
中
村
元
哉
編
『
憲
政
か
ら
見
た
現
代
中

国
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
八
年
」（『
中
国

研
究
月
報
』
二
〇
二
〇
年
一
一
月
号
）、
書
評

「
飯
島
渉
『「
中
国
史
」
が
亡
び
る
と
き
│
地
域
史

か
ら
医
療
史
へ
』
研
文
出
版
、
二
〇
二
〇
年
」

（『
週
刊
読
書
人
』二
〇
二
一
年
一
月
二
九
日
）

唐 

燕
霞

　「
中
国
都
市
部
に
お
け
る
社
区
在
宅
養
老
サ
ー
ビ

ス
の
現
状
と
課
題
│
北
京
市
を
事
例
と
し
て
」

（『
中
国
21
』
Vol
・
54
、
二
〇
二
一
年
三
月
）、
研
究

会
発
表
「
中
国
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス

に
関
す
る
研
究
」（
二
〇
二
一
年
三
月
、
オ
ン
ラ

イ
ン
研
究
会
）

松
岡
弘
記

　「
中
国
上
海
で
の
中
国
人
野
球
と
日
本
人
野
球
の

誕
生
か
ら
発
展
に
み
る
そ
の
違
い
と
日
中
戦
争
勃

発
が
そ
の
両
者
の
野
球
へ
及
ぼ
し
た
影
響
│
上
海

セ
ン
ト
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
書
院
と
東
亜
同
文
書
院
の

野
球
部
の
比
較
か
ら
み
て
」（
共
著
、『
愛
知
大
学

体
育
学
論
叢
』
第
二
八
号
、
二
〇
二
一
年
三
月
）

松
岡
正
子

　「
超
高
齢
社
会
に
お
け
る
高
齢
者
と
家
族
の
選
択

│
台
湾
金
門
県
珠
山
村
を
事
例
と
し
て
」（『
愛
知

大
学
国
際
問
題
研
究
所
紀
要
』
第
一
五
六
号
、
二

〇
二
〇
年
一
〇
月
）、「
チ
ャ
ン
族
の
「
家
族
」
│

四
川
省
阿
壩
蔵
族
羌
族
自
治
州
茂
県
大
瓜
子
寨
を

事
例
と
し
て
」（『
中
国
21
』
Vol
・
54
、
二
〇
二
一

年
三
月
）
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編
集
後
記
│
│
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
実
施
し
た

座
談
会
は
、
お
久
し
ぶ
り
で
す
と
い
う
挨
拶
で
始
ま
り
、
あ
っ

と
い
う
間
に
四
時
間
が
経
過
し
た
。
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
、
気

づ
か
な
か
っ
た
こ
と
を
た
く
さ
ん
学
ん
だ
。「
家
族
」
は
私
に

と
っ
て
常
に
鬼
門
の
テ
ー
マ
だ
っ
た
。
チ
ャ
ン
族
の
家
族
関
係

で
は
父
母
や
兄
弟
姉
妹
、
親
族
の
い
う
「
家
族
」
の
範
囲
が
微

妙
に
違
っ
て
い
て
、
葬
式
に
は
母
舅
と
い
う
絶
対
権
力
者
ま
で

現
れ
る
か
ら
だ
。
し
か
し
二
〇
〇
八
年
汶
川
地
震
後
、
こ
の
究

極
の
人
間
関
係
が
少
し
ず
つ
み
え
て
き
た
。
各
地
に
散
ら
ば
っ

て
い
た
家
族
が
村
に
も
ど
り
、
倒
壊
し
た
家
屋
を
前
に
再
建
す

る
の
か
移
住
す
る
の
か
、
家
族
内
や
村
内
で
話
し
合
い
が
続
け

ら
れ
た
。
経
済
力
を
も
つ
家
族
成
員
（
男
女
を
問
わ
ず
）
を
中

心
に
「
戦
略
」
が
た
て
ら
れ
、
大
金
が
動
い
た
。
家
族
関
係
の

強
弱
が
可
視
化
さ
れ
た
「
時
」
だ
っ
た
。（
松
岡
正
子
）

◇
特
集
編
集
の
最
中
に
、
春
節
を
迎
え
、
中
部
地
域
の
華
僑
華

人
団
体
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
春
節
祝
の
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て
い

た
。
日
本
に
数
十
年
間
生
活
し
て
い
て
も
、
毎
年
春
節
時
に
は

「
春
聯
」
や
提
灯
、「
切
り
絵
」
な
ど
で
家
を
飾
り
、
子
供
た
ち

に
中
国
的
な
「
過
年
」
の
雰
囲
気
を
味
あ
わ
せ
、
中
国
国
内
の

家
族
や
親
戚
と
の
つ
な
が
り
を
深
め
る
の
だ
と
、
イ
ベ
ン
ト
参

加
の
華
僑
の
一
人
が
語
っ
た
。
故
郷
へ
の
想
い
、
家
族
の
絆
を

大
事
に
す
る
こ
と
は
世
界
中
の
華
僑
華
人
に
共
通
す
る
の
だ
ろ

う
。
こ
の
よ
う
に
、
中
国
家
族
の
「
伝
統
性
」
は
日
々
の
生
活

を
通
し
て
代
々
伝
わ
っ
て
い
く
の
だ
と
思
っ
た
。
◇
最
後
に
、

本
特
集
の
刊
行
に
あ
た
り
、
多
く
の
方
々
か
ら
ご
協
力
を
得

た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
仕
事
や
生
活
に
ご
多
忙
の
な
か
座
談
会
に
参

加
い
た
だ
い
た
先
生
方
、
執
筆
者
の
皆
様
に
深
く
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。（
唐 

燕
霞
）


